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交通安全パレードが11月19日に行われました。
（関連ページ９ページ）

交通安全を呼び掛け



小 野 町 功 労 者 表 彰 式
～永年の功績をたたえ～

特別功労
町政振興功労

特別功労
町政振興功労

　

小
野
町
功
労
者
表
彰
式
が

11
月
23
日
、
多
目
的
研
修
集

会
施
設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

功
労
者
表
彰
は
、
小
野
町

表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
町
の

政
治
、
教
育
、
文
化
な
ど
の

振
興
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
、

な
ら
び
に
多
く
の
人
の
模
範

と
認
め
ら
れ
る
活
動
が
あ
っ

た
方
々
に
対
し
て
授
与
さ
れ

る
も
の
で
す
。
今
回
、
表
彰

を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
特
別

功
労
２
人
、
善
行
３
人
で
次

の
皆
さ
ん
で
す
。（
五
十
音
順
）

　

学
校
薬
剤
師
と
し
て
平
成
24

年
３
月
ま
で
の
17
年
間
、
学
校

保
健
計
画
・
学
校
安
全
計
画
の

立
案
に
参
与
し
、
保
健
・
理
科

薬
品
の
管
理
や
換
気
・
保
温
・

照
明
・
水
質
な
ど
の
環
境
衛
生

の
維
持
改
善
に
関
す
る
指
導
・

助
言
、
ま
た
児
童
・
生
徒
・
幼

児
の
健
康
相
談
や
保
健
指
導
、

薬
物
乱
用
防
止
活
動
な
ど
長
年
、

学
校
教
育
の
円
滑
な
実
施
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

松本　正義さん（平舘）　
　

学
校
薬
剤
師
と
し
て
平
成
30

年
３
月
ま
で
の
18
年
間
、
学
校

保
健
計
画
・
学
校
安
全
計
画
の

立
案
に
参
与
し
、
保
健
・
理
科

薬
品
の
管
理
や
換
気
・
保
温
・

照
明
・
水
質
な
ど
の
環
境
衛
生

の
維
持
改
善
に
関
す
る
指
導
・

助
言
、
ま
た
児
童
・
生
徒
・
幼

児
の
健
康
相
談
や
保
健
指
導
、

薬
物
乱
用
防
止
活
動
な
ど
長
年
、

学
校
教
育
の
円
滑
な
実
施
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

矢内　讓治さん（荒町）
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ふ
く
し
ま
駅
伝

小
野
町
チ
ー
ム
の

指
導
者
と
し
て
13

年
間
ご
尽
力
い
た

だ
き
、
中
・
長
距

離
選
手
の
育
成
、

当
町
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

上遠野　正明さん（本町）
　

小
野
町
高
齢
者

学
級「
寿
大
学
」に

お
い
て
ち
ぎ
り
絵

ク
ラ
ブ
活
動
の
教

授
と
し
て
13
年
間

ご
尽
力
い
た
だ
き
、

高
齢
者
の
学
習
意

欲
向
上
、
当
町
の

芸
術
文
化
振
興
に

大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

郡司　茂子さん（谷津作）

　

平
成
30
年
７
月

16
日
に
高
齢
者
が

行
方
不
明
と
な
っ

た
際
、
行
方
不
明

者
の
特
徴
と
一
致

す
る
高
齢
者
を
発

見
し
、
人
命
救
助

に
多
大
な
る
功
績

が
あ
り
ま
し
た
。

松本　幸一さん（湯沢）

善行
衆人模範

善行
衆人模範

善行
衆人模範

謝辞を述べる矢内さん

関係者の皆さん

小野町商工会青年部設立50周年

　

小
野
町
商
工
会
青
年
部
設

立
50
周
年
記
念
式
典
お
よ
び

祝
賀
会
が
11
月
11
日
、
多
目

的
研
修
集
会
施
設
で
開
か

れ
、
関
係
者
約
50
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

式
典
の
中
で
、
鈴
木
青
年

部
長
か
ら
こ
れ
ま
で
の
歩
み

や
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
50

周
年
を
記
念
し
て
、
町
内
の

小
・
中
学
生
に
郷
土
愛
を
育

ん
で
も
ら
い
た
い
と
の
思
い

を
込
め
て
、
町
の
歴
史
や
文

化
財
が
紹
介
さ
れ
た「
下
じ

き
」が
作
成
さ
れ
、
記
念
品

目
録
と
し
て
町
長
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

下
じ
き
は
、
各
小
中
学
校

を
通
し
て
、
児
童
・
生
徒
に

贈
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　

青
年
部
の
今
後
ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
し
ま

す
。

～記念式典と祝賀会を開催～
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第30回市町村対抗福島縦断駅伝
競走大会～力走小野町チーム～

中
・
高
生
の
活
躍
光
る
！

総
合
48
位 

町
の
部
25
位

　

第
30
回
市
町
村
対
抗
福
島

県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会（
ふ

く
し
ま
駅
伝
）が
11
月
18
日
、

し
ら
か
わ
カ
タ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
パ
ー
ク（
白
河
総
合
運
動

公
園
）陸
上
競
技
場
か
ら
福

島
県
庁
ま
で
の
16
区
間
、
95

キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
競
技
場
の
ス
タ
ン
ド

や
沿
道
に
は
、
の
ぼ
り
旗
や

小
旗
を
持
っ
た
応
援
団
が
町

か
ら
大
勢
駆
け
付
け
、
選
手

た
ち
に
大
き
な
声
援
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
中
・
高
生
の
活

躍
が
光
り
、
１
区
間
ず
つ
順

位
を
上
げ
る
粘
り
の
走
り

で
、
総
合
48
位
で
ゴ
ー
ル
し

ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
後
、
吉
田
正
宏
監

督
は「
中
学
生
が
大
変
良
く

頑
張
っ
て
く
れ
た
。
冬
期
間

の
練
習
で
実
力
を
つ
け
、
来

年
は
上
位
を
狙
い
た
い
」と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

応
援
し
て
い
た
だ
い
た
町

民
の
皆
さ
ん
に
、
紙
上
よ
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
選
手
を
は
じ
め
と
す
る

小
野
町
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
、

長
期
間
に
わ
た
り
本
当
に
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

成績表
区間 コース 距離(km) 選手名 記録

1 しらかわカタールスポーツパーク陸上競技場　⇒　サンフレッシュ白河・大沼体育館前 4.0 長久保真望 17分03秒
2 サンフレッシュ白河・大沼体育館前　⇒　泉 崎 さ つ き 公 園 前 8.2 橋本　楓真 30分31秒
3 泉 崎 さ つ き 公 園 前　⇒　矢 吹 町 役 場 内 5.8 中條　生吹 21分17秒
4 矢 吹 町 役 場 内　⇒　鏡石町・鳥見山陸上競技場内 7.3 長谷川勇太 25分54秒
5 鏡石町・鳥見山陸上競技場内　⇒　須 賀 川 市 役 所 内 6.4 矢吹　恭叶 23分39秒
6 須 賀 川 市 役 所 内　⇒　郡山市・ゼノアック日本全薬工業(株)内 8.3 吉田　悟志 30分54秒
7 郡山市・ゼノアック日本全薬工業(株)内　⇒　郡山市・郡山総合体育館前 5.4 瀬谷　瞭河 19分32秒
8 郡山市・郡山総合体育館前　⇒　郡山市・郡山北工業高校内 4.1 平川　達也 15分20秒
9 郡山市・郡山北工業高校内　⇒　平和記念郡山こどものもり公園入口 3.0 生天目 　栞 12分19秒

10 平和記念郡山こどものもり公園入口　⇒　本宮市・(株)白岩屋商店前 9.3 先﨑　洋樹 32分12秒
11 本宮市・(株)白岩屋商店前　⇒　大 玉 村 ・ ( 株 ) イ イ ジ マ 前 3.9 吉田　早希 16分29秒
12 大 玉 村 ・ ( 株 ) イ イ ジ マ 前　⇒　二 本 松 市 役 所 内 7.0 吉田　雅俊 29分41秒
13 二 本 松 市 役 所 内　⇒　二 本 松 市 ・ 安 達 支 所 内 4.8 村上　蓮太 19分16秒
14 二 本 松 市 ・ 安 達 支 所 内　⇒　福 島 市 ・ 松 陵 中 学 校 前 5.7 先﨑太空海 22分34秒
15 福 島 市 ・ 松 陵 中 学 校 前　⇒　福 島 大 学 入 口 3.4 久下はる菜 14分35秒
16 福 島 大 学 入 口　⇒　福 島 県 庁 前 8.4 渡邊　和之 33分53秒

総　合　53市町村中48位(53市町村中43位)
95.0 6 時 間 5 分 0 9 秒

(5時間50分04秒)町の部　29町中25位(29町中22位)
※(　)内は前回大会

（敬称略）
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１区　長久保　真望５区　矢吹　恭叶

４区　長谷川　勇太

２区　橋本　楓真

3区　中條　生吹

６区　吉田　悟志

７区　瀬谷　瞭河　

８区　平川　達也12区　吉田　雅俊

10区　先﨑　洋樹

11区　吉田　早希

９区　生天目　栞13区　村上　蓮太

14区　先﨑　太空海

15区　久下　はる菜

16区　渡邊　和之
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　米の消費拡大推進とごはん食に対する理解・関心を持って
いただくため「米の消費拡大推進ポスターコンクール」を実施
しました。
　昨年度同様、町内の小中学校と小野高校の児童・生徒の皆
さんを対象に募集を行ったところ、昨年度を上回る82点の応
募がありました。
　審査の結果、11人の児童・生徒の皆さんが入賞され、10月
28日の小町ふれあいフェスタで表彰式が行われました。
　どの作品も力作ぞろいで、お米のおいしさや大切さなどが
作品に表れていました。
　受賞された方は次のとおりです。（敬称略）

ごはん大好き !!
平成30年度米の消費拡大推進ポスターコンクール

《小学校低学年の部》
◆最優秀賞
　宇佐見采音（夏井一小１年）
◆優秀賞
　長久保咲愛（小野新町小１年）
　石井　優晴（小野新町小２年）
　宗像　奏美（小野新町小３年）

《小学校高学年の部》
◆最優秀賞
　長谷川修己（浮金小６年）
◆優秀賞
　白石　　陽（小野新町小４年）
　吉田　怜央（夏井一小４年）
　吉田菜々海（小野新町小５年）

《高校生の部》
◆最優秀賞
　村上明日香（小野高校２年）
◆優秀賞
　大越　瑠奈（小野高校２年）　　
　吉田　莉菜（小野高校２年）

◆平成30年度小野町「米の消費拡大推進ポスターコンクール」入賞者

多種多様な力作が集結！
平成30年度農作物品評会
　農家の皆さんの生産意欲の向上と小野町産の農作物が大変
すばらしいものであると、より多くの人に知っていただくた
め、平成30年度農作物品評会が10月27日と28日に小町ふれあ
いフェスタで開かれました。
　当日は、展示されているさまざまな作物の出来栄えに多く
の方々が足を止めている姿を見ることができました。
　今年は６月下旬から８月まで、今までにない暑い日が続き、
テレビやラジオで連日、高温と水不足による農作物への被害
が報道されるなど、農作物のみならず農家の皆さんにとって
も厳しい夏でありましたが、多種多様の出品があり、あらた
めて農家の皆さんの日頃の努力を感じました。
　前日に行われた審査会では、県、農協関係者の厳正な審査
のもと、出品された作物の中から各賞が決定しました。
　地産地消が叫ばれて30年以上が経ちますが、食生活の変化
による栄養素・ミネラルバランスの偏りを解消するため、地
元産の作物を食生活に取り入れてはいかがでしょうか。　
　受賞者は右記のとおりです。（敬称略）

◆福島県知事賞
　吉田　義貞（飯 豊 上）【白 菜】
◆小野町長賞
　佐藤　征夫（飯 豊 下）【里 芋】
　舘川　正人（吉 野 辺）【キャベツ】
　根本　井吉（吉 野 辺）【ネ ギ】
　大竹アキ子（塩庭二区）【虎 豆】
◆小野町議会議長賞
　長久保令子（浮 金）【ジャガイモ】
　郡司　富子（小 戸 神）【エゴマ】
　藤井　　崇（浮 金）【ニンジン】
　小島　文子（浮 金）【長 芋】
◆福島さくら農業協同組合長賞
　郡司　クラ（小野山神）【大 根】
　佐川ハルヨ（塩庭二区）【カボチャ】
　生天目安行（浮 金）【カリフラワー】
　先﨑　英夫（谷 津 作）【ネ ギ】

宇佐見さん

受賞された宇佐見さん

長谷川さん

村上さん

受賞された吉田さん
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10
月
27
日
と
28
日
に
開
か
れ

た
小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
で

は
、
幼
児
・
小
・
中
学
生
や
寿

大
学
受
講
生
、
小
野
町
芸
術
文

化
団
体
会
員
な
ど
多
く
の
方
々

の
す
ば
ら
し
い
作
品
が
数
多
く

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
同
会
場
で
開
か
れ
た
盆

栽
展
、
菊
花
展
、
老
人
ク
ラ
ブ
作

品
展
に
お
け
る
各
賞
の
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
盆
栽
展

▼
小
野
町
長
賞

　

高
﨑　

久
寿（
平
舘
）

▼
小
野
町
議
会
議
長
賞

　

遠
藤　

正
男（
小
野
赤
沼
）

▼
小
野
町
教
育
長
賞

　

吉
田
喜
一
郎（
平
舘
）

▼
小
野
町
芸
術
文
化
団
体

　

連
絡
協
議
会
長
賞

　

阿
部　

幸
二（
荒
町
）

▼
福
島
民
友
新
聞
社
賞

　

大
楽　

政
義（
大
八
）

　
菊
花
展

《
三
本
立
て
盆
養
の
部
》

▼
文
化
祭
賞

　

鈴
木　

好
吉（
塩
庭
一
区
）

▼
小
野
町
長
賞

　

宗
方
不
二
男（
夏
井
）

▼
小
野
町
議
会
議
長
賞

　

西
牧
キ
ミ
エ（
上
羽
出
庭
）

▼
小
野
町
教
育
長
賞

　

宇
佐
見
留
男（
湯
沢
）

▼
田
村
医
師
会
会
長
賞

　

吉
田　

勝
二（
和
名
田
）

▼
島
貫
整
形
外
科
理
事
長
賞

　

宇
佐
見
重
子（
湯
沢
）

▼
小
野
町
菊
愛
好
会
長
賞

　

吉
田　

栄
伸（
塩
庭
二
区
）

▼
さ
い
と
う
医
院
長
賞

　

伊
藤
喜
努
子（
谷
津
作
）

　

常
恒　
　

武（
塩
庭
二
区
）

▼
橋
本
医
院
長
賞

　

会
田　
　

昇（
上
羽
出
庭
）

▼
医
療
法
人
誠
励
会　

　

ひ
ら
た
中
央
病
院
理
事
長
賞

　

鈴
木
サ
ト
子（
塩
庭
一
区
）

▼
福
島
民
報
社
賞

　

吉
田　

三
郎（
上
羽
出
庭
）

▼
福
島
民
友
新
聞
社
賞

　

西
牧　

富
夫（
上
羽
出
庭
）

▼
小
野
町
商
工
会
長
賞

　

鈴
木
サ
ト
子（
塩
庭
一
区
）

▼
医
療
法
人
慶
信
会

　

石
塚
醫
院
理
事
長
賞

　

常
恒　

文
子（
塩
庭
二
区
）

▼「
菊
の
女
王
」賞

　

大
山　

仲
子（
小
野
山
神
）

《
ダ
ル
マ
つ
く
り
の
部
》

▼
島
貫
整
形
外
科
理
事
長
賞

　

宗
方
不
二
男（
夏
井
）

▼
Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
賞

　

宇
佐
見
留
男（
湯
沢
）

《
福
助
つ
く
り
の
部
》

▼
く
さ
の
交
通
社
長
賞

　

西
牧　

富
夫（
上
羽
出
庭
）

《
盆
栽
》

▼
橋
本
医
院
長
賞

　

西
牧　

富
夫（
上
羽
出
庭
）

▼
く
さ
の
交
通
社
長
賞

　

吉
田　

三
郎（
上
羽
出
庭
）

《
懸
が
い
の
部
》

▼
福
島
中
央
森
林
組
合
長
賞

　

吉
田　

三
郎（
上
羽
出
庭
）

▼
医
療
法
人
誠
励
会

　

ひ
ら
た
中
央
病
院
理
事
長
賞

　

西
牧　

富
夫（
上
羽
出
庭
）

《
一
輪
切
り
花
の
部
》

▼
Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
賞

　

鈴
木
サ
ト
子（
塩
庭
一
区
）

▼
金
賞

　

中
川　
　

実（
塩
庭
二
区
）

小
町
ふ
れ
あ
い
フ
�
ス
タ

２
０
１
８
展
示
の
部

�
力
作
を
出
品
�

老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展

▼
小
野
町
長
賞

　

大
楽
千
枝
子（
反
町
亀
鶴
会
）

　

大
内　

良
子（
荒
町
・
横
町
高
砂
会
）

　

北
條　

昭
子（
飯
豊
愛
友
会
）

▼
小
野
町
議
会
議
長
賞

　

菅
野　

京
子（
反
町
亀
鶴
会
）

　

村
上　

功
蔵（
谷
津
作
長
寿
会
）

　

鈴
木
サ
ト
子（
塩
庭
一
区
し
あ
わ
せ
会
）

▼
小
野
町
教
育
長
賞

　

矢
吹　

泰
良（
本
町
長
寿
会
）

　

齊
藤
八
瑛
子（
谷
津
作
長
寿
会
）

　

深
井　

勝
利（
飯
豊
愛
友
会
）

▼
日
赤
福
島
県
支
部
長
賞

　

石
井　

勝
利（
浮
金
長
寿
会
）

▼
日
赤
福
島
県
中
地
区
長
賞

　

橋
本　

セ
ツ（
浮
金
長
寿
会
）

▼
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞

　

宗
像　

孝
子（
浮
金
長
寿
会
）

▼
福
島
民
報
社
賞

　

菊
地　

勝
昭（
夏
井
福
寿
会
）

▼
福
島
民
友
新
聞
社
賞

　

西
牧
ト
ミ
ヱ（
本
町
長
寿
会
）

▼
小
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞

　

猪
狩
八
重
子（
仲
町
百
寿
会
）

　

村
上
ひ
で
子（
小
野
赤
沼
長
命
会
）

　

西
牧　

富
野（
浮
金
長
寿
会
）

▼
福
島
さ
く
ら
農
業
協
同
組
合
長
賞

　

菅
野　

京
子（
反
町
亀
鶴
会
）

　

遠
藤　

富
子（
湯
沢
優
友
ク
ラ
ブ
）

　

西
牧
キ
ミ
エ（
上
羽
出
庭
共
生
会
）

▼
小
野
町
商
工
会
長
賞

　

西
牧
ト
ミ
ヱ（
本
町
長
寿
会
）

　

齋
藤
美
代
子（
夏
井
福
寿
会
）

　

大
竹　

雄
子（
塩
庭
二
区
共
寿
会
）

▼
小
野
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

　

先
崎　

寿
江（
小
野
赤
沼
長
命
会
）

　

吉
田　

重
良（
飯
豊
愛
友
会
）

　

吉
田　

二
三（
塩
庭
二
区
共
寿
会
）

▼
小
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞

　

亀
田
テ
ル
子（
仲
町
百
寿
会
）

　

村
上　

正
子（
谷
津
作
長
寿
会
）

　

吉
田　

静
子（
谷
津
作
長
寿
会
）

　

郡
司　

源
一（
谷
津
作
長
寿
会
）

　

宗
像
喜
美
子（
菖
蒲
谷
平
成
長
寿
会
）

　

宗
像
ナ
ヲ
子（
夏
井
福
寿
会
）

　

岩
塚
セ
ツ
子（
湯
沢
優
友
ク
ラ
ブ
）

　

宮
本　

靜
子（
上
羽
出
庭
共
生
会
）

　

大
竹　

秀
男（
塩
庭
一
区
し
あ
わ
せ
会
）

　

吉
田　

栄
伸（
塩
庭
二
区
共
寿
会
）菊花展の様子
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応援金などの贈呈を受けた皆さん

　

第
31
回「
小
野
町
笑
顔
と

が
ん
ば
り
子
育
て
応
援
金
贈

呈
式
」が
10
月
30
日
、
子
育

て
支
援
課
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
一
人
ひ
と

り
に「
応
援
金
」、
町
有
林
の

間
伐
材
で
作
成
し
た「
お
め

で
た
い
っ
す
ー
」、
乳
児
期

か
ら
の
読
書
の
重
要
性
を
広

く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

「
絵
本
セ
ッ
ト
」が
そ
れ
ぞ
れ

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
子
さ
ん
の
誕
生
と
健
や

か
な
成
長
を
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
。

　

応
援
金
の
贈
呈
を
受
け
た

お
子
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
平
成
30
年
8
月
か
ら
９

月
生
ま
れ
の
方
）（
敬
称
略
）

小
野
町
笑
顔
と
が
ん
ば
り

　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
応
援
金
贈
呈
式

　

氏　　名 行 政 区
安瀬　真帆(まほ) 仲 町
永瀬　広大(こうだい) 中 通
先﨑　瑛南(えいな) 谷 津 作
吉田　岬生(みさき) 谷 津 作
鈴木　碧生(あおい) 小野赤沼
吉田　怜将(れお) 飯 豊 上
郡司　侑弦(ゆいと) 小 戸 神
大竹　湊士(みなと) 塩庭二区

受賞された子どもたち

　
「
３
歳
児
よ
い
歯
の
表
彰

式
」が
11
月
６
日
、
子
育
て

支
援
課
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
３
歳
児
よ
い
歯
の
表
彰

式
」は
町
の
３
歳
児
健
診
で

む
し
歯
が
１
本
も
な
か
っ
た

お
子
さ
ん
を
表
彰
す
る
も
の

で
す
。
今
回
表
彰
さ
れ
た
お

子
さ
ん
は
平
成
30
年
度
前
期

に
町
の
３
歳
児
健
診
を
受
け

た
35
人
の
う
ち
、
む
し
歯
が

な
い
24
人
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

お
子
さ
ん
は
一
人
ひ
と

り
、
町
長
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
を
元
気
に
受
け
取
り
ま

し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

３
歳
児
よ
い
歯
の
表
彰
式

「よい歯の表彰」受賞者

氏　　名 行 政 区
渡邊　慶祐(けいすけ) 本 町
野崎　　瑠(る い) 本 町
先﨑　央佳(お う か) 横 町
牧口　　葵(あ お い) 仲 町
名古谷友菜(ゆ う な) 仲 町
大方　万陸(ば ん り) 仲 町
宗形　知一(ともかず) 反 町
橋本　志穂(し ほ) 反 町

氏　　名 行 政 区
根本　辰義(たつよし) 反 町
高橋　　暖(は る と) 反 町
岩﨑　結心(ゆ の) 反 　 町
阿部　祐也(ゆ う や) 大 八
吉田　鈴奈(れ な) 荒 町
永瀨　　雫(し ず く) 中 通
吉田　透真(と う ま) 谷 津 作
宍戸　寛人(ひ ろ と) 谷 津 作

氏　　名 行 政 区
坂詰　萌咲(も え) 谷 津 作
吉村晄太朗(こうたろう) 皮 籠 石
草野　奈々(な な) 皮 籠 石
吉田　　翠(す い) 飯 豊 中
吉田　凜香(り ん か) 飯 豊 中
先﨑　旺丞(おうすけ) 吉 野 辺
村上　快翔(か い と) 小 戸 神
橋本　紗夏(せ な) 小野山神
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交
通
安
全
の
功
労
を
称
え
表
彰

　

第
９
回
田
村
地
方
交
通
安
全
大
会

交通栄誉章「緑十字銅章」
・交通安全功労者
　吉田　広一(塩 庭)
・優良運転者
　先﨑　文雄（大 八）
　根本　一郎（反 町）

福島県警察本部長・福島県
交通安全協会長連名表彰
・交通安全功労者
　根本　信二（湯 沢）
・優良運転者
　森田　純一（平 舘）
　吉田　浩祥（菖蒲谷）

田村地方交通安全対策推進協議
会長・田村警察署長・田村地区
交通安全協会長連名表彰
・交通功労者
　宗像　源一（本 町）
　佐藤　高弘（中 通）
　会田　勝康（吉野辺）
・優良運転者
　佐藤　静江（吉野辺）
・交通安全優良校
　中央さくら保育園
　小野わかば幼稚園
・交通安全優良団体
　田村地区交通安全協会
　小野支部飯豊分会

田村警察署長・田村地区安全運転管理者協会長・
安全運転管理田村事業主会長連名表彰
・優良安全運転管理者
　吉田電工株式会社　吉田　好宏
　株式会社オリーブコーポレーション　先崎　修也
・交通安全優良事業所
　株式会社ムナカタ総業
　郡山信用金庫小野町支店
　エル・エス・アイ株式会社

田村地区交通安全協会長・田村警察署長連名表彰
・交通安全ポスターコンクール入選者
　佳作
　岩塚　結咲（夏井一小１年）
　橋本　望愛（小野新町小４年）
　鈴木　　楓（夏井一小６年）

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

　

大
会
に
先
立
ち
、
小
野
新

町
小
学
校
鼓
笛
隊
と
福
島
県

警
察
音
楽
隊
の
演
奏
に
合
わ

せ
、
大
会
参
加
者
が
小
野
新

町
小
学
校
か
ら
多
目
的
研
修

集
会
施
設
ま
で
パ
レ
ー
ド
を

行
い
、
交
通
安
全
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
の
な
い
、
安
全

で
安
心
な
田
村
地
方
を
目
指

す
た
め
、
今
後
と
も
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

第
９
回
田
村
地
方
交
通
安

全
大
会
が
11
月
19
日
、
多
目

的
研
修
集
会
施
設
で
開
か

れ
、
小
野
町
・
田
村
市
・
三

春
町
の
３
市
町
か
ら
交
通
安

全
団
体
の
関
係
者
約
２
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
交
通
安
全
に

貢
献
し
た
個
人
や
団
体
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
小
野
町
か

ら
は
15
人
と
６
団
体
が
表
彰

さ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
、

佐
藤
静
江
さ
ん
が
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

ま
た
交
通
事
故
の
な
い
、

安
全
で
安
心
な
田
村
地
方
を

実
現
す
る
こ
と
を
誓
う
大
会

宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
に
よ
る
交
通
安
全

意
見
発
表
で
は
、
小
野
町
の

代
表
と
し
て
浮
金
小
学
校
６

年
生
の
長
谷
川
修
己（
な
る

き
）さ
ん
が「
わ
た
し
た
ち
の

安
全
を
守
る
見
守
り
隊
」と

題
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

な
お
小
野
町
の
各
賞
の
受

賞
者
は
、
下
記
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

表彰式の様子

白バイによる先導

小野新町小学校鼓笛隊カラーガード
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第68回社会を明るくする運動　第10回田村地区作文コンテスト
　社会を明るくする運動田村地区推進委員会主催の第10回
田村地区作文コンテストの表彰式が10月30日、田村市役所
で開かれました。
　今年のコンテストには、田村地区（小野町・田村市・三春
町）の小学校７校、中学校８校から15作品の応募があり、小
野町からは、小・中学生の部で各１点が優秀賞を受賞しま
した。
　表彰式では、最優秀賞（小・中各１人）・優秀賞（小・中各
２人）を受賞した６人の児童･生徒に賞状と記念の楯が贈ら
れました。また受賞者本人による受賞作品の発表が行われ、
出席者から盛んな拍手が送られました。
　小野町からの受賞者は右記のとおりです。(敬称略）

宗像さん

【小学生の部・優秀賞】
石井　菱人(夏井一小６年)

【中学生の部・優秀賞】
宗像　喜紀（小野中３年）

石井さん

日赤奉仕団すみれ会が日本赤十字社社長表彰を報告
　「赤十字のつどい」が10月16日、ビッグパレットふくしま
で開かれ、日赤奉仕団すみれ会の30年にわたる地域に密着
した奉仕活動の功績が認められ「日本赤十字社社長表彰」を
受賞しました。
　この表彰制度は、奉仕団活動継続年数および社会貢献活
動など日本赤十字社の推進に貢献された団体や個人が表彰
されるものであり、同日草野紀会長ほか表彰式に参加した
会員の皆さんが、日赤分区長である町長に受賞の報告をし
ました。
　すみれ会発足30周年の記念すべき受賞となりました。

シルバー人材センターの皆さんによる奉仕作業
　小野町シルバー人材センターの皆さんによる奉仕作業が
11月10日、町内施設３カ所（小野町役場、たかむら荘、小
野町商工会）で行われました。
　当日は、総勢48人の会員が参加し、施設周辺の除草や植
栽の剪定を行い、豊かな知識、経験、技能を生かした作業
により美しい施設環境が整備されました。
　シルバー人材センターの皆さんのご活動に対し、紙上よ
り厚くお礼申し上げます。
　さまざまな場所で活躍されるシルバー人材センターでは、
新規会員を募集しています。おおむね60歳以上で積み上げ
た技能や経験を生かし地域の活性化にご尽力いただいてい
ます。興味のある方は、下記までお問い合わせください。
問小野町シルバー人材センター　☎72-2412 剪定をする皆さん

すみれ会の皆さん
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　このたび、次の方々から文化・体育振興基金にご寄付をいた
だきました。
　○大東しゃくなげ会　
　○医療法人さいとう医院　理事長　齋藤　升男さん
　小野町文化・体育振興基金は、町の文化・体育の振興と充実
をはかるために個人や団体からの寄付により積み立てている基
金です。
　この基金は、小中高校生の全国大会出場の激励金や表彰・町
の社会体育団体や芸術文化団体、スポーツ少年団への補助や活
動費などに有効に活用させていただいています。
　また「子どもたち読書活動に役立ててほしい」と関東エラスト
マー株式会社の大島治文工場長が町長室を訪れ、図書カードの
ご寄付をいただきました。
　ふるさと文化の館の「子どもの笑顔ひろば」に絵本を購入し、
活用させていただきます。
　皆さんのご厚志に心より感謝申し上げ、紙上より厚くお礼申
し上げます。 町長（左）と関東エラストマーの大島工場長

町長（左）と大東しゃくなげ会の飯岡会長

ご寄附ありがとうございます

小野小町ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）の寄附状況
　「小野小町ふるさと応援寄附金」にご協力いただき、誠にありがとうございます。広報紙への掲載を承
諾いただいた方をご紹介します。

お名前 住所
立尾　聡士さん 宮 崎 県 延 岡 市
小林　直人さん 東 京 都 江 戸 川 区
菊地　喜悦さん 福 島 県 二 本 松 市
池田　周司さん 東 京 都 豊 島 区
郡司　洋一さん 福 島 県 郡 山 市
川嶋　　武さん 福 島 県 郡 山 市
稲穂　　周さん 愛 知 県 名 古 屋 市
次藤　　梢さん 福 島 県 大 玉 村

お名前 住所
畑　　賢一さん 神 奈 川 県 横 浜 市
坂本　秀樹さん 青 森 県 八 戸 市
小川　美輝さん 長 野 県 上 田 市
今村　智香さん 大 阪 府 八 尾 市
藤岡　　昇さん 茨城県ひたちなか市
田中　雄一さん 東 京 都 品 川 区
斎藤　裕也さん 宮 城 県 仙 台 市

【子育て環境向上のため】

　今年度寄附の申し込みがあった方は10月31日現在で668人、
合計8,610,500円です。
　今後も随時寄附状況についてお知らせします。
問企画政策課　☎72-6939

ご寄附ありがとうございます
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右支夏井川河川改修工事について

　県では、小野町中心市街地における浸水被害の早
期解消を図るため、右支夏井川の稲荷橋から役場裏
までの約1km区間の河川改修事業を行っています。
平成26年度から用地補償を順次進めており、今年度
末までに全体用地取得予定面積の約４割の用地補償
を完了する予定で、来年度以降も引き続き用地補償
を進めていきます。
　今年度においては、県道船引大越小野線の小野橋
架替工事として仮設橋および迂回路を整備する工事
を実施します。また今後仮設橋完成後引き続き、現
在の小野橋の撤去を行い、新しい小野橋へ架け替え
工事を進める予定です。
　工事期間中は、大型車両の通行などにより、近隣
住民の方や通行する皆さんへご迷惑をお掛けします
が、安全面、環境面に十分配慮し、工事を進めます
ので、ご理解とご協力をお願いします。
　また町が施工している荒町地区住宅団地造成工事
については、今年度中の完成を目指し現在工事を
行っています。

　なお分譲方法などについては、造成地が完成した
後に広報などを通じお知らせします。

問県中建設事務所　河川砂防課
☎024-935-1438
問地域整備課　☎72-6937

右支夏井川河川改修図

県道船引大越小野線小野橋の迂回平面図
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小野高通信

君の夢をカタチに！！
福島県立小野高等学校

福島県田村郡小野町大字小野新町字宿ノ後63
TEL  0247−72−3171　FAX  0247−72−6211
http://www.ono-h.fks.ed.jp

　小文化祭が11月15日に開かれ、展示発表とステージ発表が行われました。
　展示発表では、各教室で制作した作品を全校生が自由に見て回りました。ま
た午前と午後の部に分けて行われたステージ発表では、各部・各講座の日頃の
学習の成果を見せていました。パフォーマンス書道や着付けの実演、研究発表
など、趣向を凝らした発表がたくさんありました。普段はなかなか知ることの
できない各々の活動を理解する良い機会となったようです。

　11月６日から９日までの３泊４日の日程で、代表生徒10人が沖縄県石垣市
を訪問し、八重山農林高校との生徒交流派遣研修に参加しました。
　今回の生徒交流では、全体交流会や学校施設見学だけでなく、お互いの学校
で生産した原材料を使用し、６次化共同商品開発として製造・販売実習を行い
ました。小野高産米粉を使用したクッキーや黒糖マドレーヌなどの製造実習を
通して交流を深めることができ、販売実習を通して小野町のおいしさを石垣市
の皆さんに届けることができました。
　今後も生徒交流を継続し、お互いを理解し親睦を深めて行きたいと思います。

小文化祭

沖縄県立八重山
農林高等学校との
生徒交流派遣研修
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申告の準備を始めましょう

　平成30年分の確定申告に向けて、今から少しずつ準備を始めましょう。
　今月は「用地補償に伴う所得」と「住宅借入金等特別控除」についてお知らせします。

１．用地補償に伴う所得

　県や町などの公共事業の補償に伴う所得については、主に「譲渡所得」と「一時所得」の２種類があります。

（１）譲渡所得になるもの
　次のものは「対価補償金」（収用などの目的で、
資産の対価として支払われた補償金）として扱
われ、「譲渡所得」となります。
・土地譲渡などの買い取り補償金
・建物などの移転補償金（取り壊した場合）
・工作物の移転補償金（除去した場合）
・立竹木補償金（伐採、除去した場合）
　※伐採した立木を起業者やその他へ売却した
　　対価は「山林所得」となります。

譲渡所得額＝総収入金額 - 資産の取得費・譲渡
費用 - 特別控除額☆
※長期譲渡所得の場合、所得額の２分の１が総

所得金額に算入されます。
※給与所得や他の所得とは区分して課税（分離

課税）され、次の税率が適用されます。
　・長期譲渡所得（５年以上保有の不動産）
　　…所得税15.315％、住民税５％
　・短期譲渡所得（５年未満保有の不動産）
　　…所得税30.63％、住民税９％
＊所得税には復興特別所得税を含みます。

☆「5,000万円の特別控除」と「代替資産の買い替えの特例」のいずれかを選択できます。

特例制度 内　　　　容 申告に必要な書類

5,000万円
の特別控除

　対価補償金から取得費・譲渡費用を差し引いた残額
（譲渡取得）から特別控除の額として5,000万円を差し引
く特例制度です。
　２つ以上の資産ないし事業について、対価補償金を取
得した場合でも、特別控除の額は年に5,000万円が限度
額とされており、5,000万円の特別控除後の残額に対し
ては所得税が課税されます。
　同一事業による土地の売り渡しが２年以上にまたがっ
た場合は、初年度のみ適用になります。

・「収用証明書」
・「公共事業用資産の買い取
　りなどの申出証明書」
・「公共事業用資産の買い
　取りなどの証明書」

代替資産の
買い替えの
特例

　対価補償金の金額をもって代替資産を取得した場合、
譲渡がなかったものとして所得税は課税されません。
　対価補償金の一部で代替資産を取得した場合には、その
残額に対して譲渡取得があったものとして課税されます。
　特別な事情を除いて、契約後２年以内に代替資産を
買った場合は適用になります。

・代替資産の取得を証する
　「登記事項証明書」など
・代替資産の取得価額を明
　らかにする「誓約書」「領
　収書」の写し

（２）一時所得になるもの
　建物・工作物・庭木などの移転（移植）補償金
は「移転補償金」として扱われます。交付の目的
にしたがって移転（移植）などに充てた金額は課
税されませんが、受け取った補償額より実際に
かかった費用が少なかった場合は、残金が「一
時所得」として扱われ、課税の対象になります。
・動産移転補償金
※家財道具、商品、機械などの移転費用に充て
　たときは、課税されません。
・建物などの移転補償金（移転した場合）
・移転雑費補償金
・工作物の移転補償金（移転した場合）
・立竹木補償金（移植した場合）

一時所得額
＝一時金の総収入額 - その収入を得るために支
出した金額 - 特別控除額（50万円）
※所得額の２分の１が総所得金額に算入されます。
※総合課税となり、他の所得と合算して計算さ

れます。
※補償目的に合った支出については、必要経費

として控除されますので、領収証を大切に保
管しておいてください。

〈申告に必要な書類〉
・収用証明書
・工事請負契約書または家屋（敷地）の売買契約書
・経費の領収書
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申告の準備を始めましょう

郡山税務署からのお知らせ
◎インターネットで確定申告ができます
　所得税、消費税および贈与税の確定申告書の作成に
当たっては、国税庁ウェブサイトの「確定申告書等作
成コーナー」（確定申告期間中は24時間利用可能）が便
利です。
　なお税務署で発行する「ID･パスワード」を使えば、
平成31年１月からマイナンバーカードやICカード
リーダライタがなくても「確定申告書等作成コーナー」
からインターネット（ｅ-Tax）を利用してそのまま送信
することができます。
　「ID･パスワード」の発行は税務署での本人確認が必
要です。手続きはお早めに。
　詳しくは税務署にお問い合わせください。

◎確定申告書作成会場について
■開設場所
　南東北総合卸センター（郡山市喜久田町卸１－１－１）
■開設期間
　平成31年２月18日㊊から３月15日㊎まで《土曜・日
曜を除く》
※開設期間は２月18日㊊からとなりますのでご注意く
　ださい。
　なお会場開設前も含め、税務署内には申告書作成会
場を設置していません。
■開設時間
　午前９時30分から午後４時まで
※会場の混雑状況によっては、早めに相談受け付けを
　終了する場合があります。

問郡山税務署　☎ 024-932-2041

２．住宅借入金等特別控除

□住宅借入金等特別控除（いわゆる住宅ローン控除）とは
　住宅ローンなどを利用してマイホームの新築、購入または増改築など（以下「取得など」）をし、一定の要
件を満たすときには、その取得などに係る住宅ローンなどの年末残高の合計額などを基として計算した金
額について、居住の用に供した年以後の各年分の所得税額から控除を受けることができます。

□控除額（平成30年中に居住の用に供した場合）※控除期間は10年間
　住宅ローンなどの年末残高（最高4,000万円）× １％＝控除額（最高40万円）
　※100円未満切り捨て

□控除を受けるためには
　確定申告をする必要があります。
　給与所得者は、控除を受ける最初の年に確定
申告をすると、翌年以降は年末調整で控除が受
けられます。

〈申告に必要な書類〉
・家屋（敷地）の登記事項証明書（登記簿謄（抄）本）
・工事請負契約書または家屋（敷地）の売買契約書
・住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書
　上記のほか、受ける控除の種類などに応じた書
　類を添付する必要があります。

詳しくはお問い合わせください。問税務課　☎ 72-6932
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先﨑さん

会場の様子

浮金小学校の皆さん

国民健康保険からのお知らせ
～ジェネリック医薬品を活用しましょう！～

○ジェネリック医薬品（後発医薬品）とは？
　ジェネリック医薬品は、新薬（先発医薬品）の独占
販売期間が終了した後に販売が許可される後発医薬
品のことです。新薬と同じ有効成分で開発・製造さ
れ、品質や安全性も同等であると国に承認されてい
るものです。

○どんなメリットがあるの？
　新薬より低価格で個人負担が少なくなります。新
薬の開発には莫大な費用がかかりますが、ジェネリッ
ク医薬品は新薬の独占販売期間終了後に同じ有効成
分で製造・販売されるため、開発費用がかからず安
く提供できます。
　また医療費は皆さんの窓口負担や国保税でまかなわ
れていますので、皆さんの負担軽減にもつながります。

○使用するにはどうすればいいの？
　ジェネリック医薬品は、処方せんが必要な薬です。
自分の服用している薬が変更可能かどうかは、医師
または薬剤師にご相談ください。
　町では、対象となる薬を服用されている方で、ジェ
ネリック医薬品を使用した場合、差額が100円以上
になる国民健康保険加入者の方全員に差額通知書

（ハガキ）を毎月お送りしています。
　また９月末に新しい保険証をお送りした際に、

「ジェネリック医薬品希望シール」を同封しましたの
で、ぜひご活用ください。
 問町民生活課　☎ 72-6933

◎「図書と新聞ウィーク」
　10月30日から11月４日まで、図書や新聞に関する
展示が行われました。また「こども科学ミニ工作」「こ
ども新聞記者講座」などの講座も行い、たくさんの方
が来館し、図書や新聞に親しんでいました。

◎「どくしょスタートバッグ」贈呈式
　町内の小学１年生を対象とした「どくしょスタート
バッグ」の贈呈式が各小学校で行われました。教育長か
ら、子どもたちが自分で選んだ本一冊と小桜ちゃんがプ
リントされた図書館バッグが手渡されました。

　11月の「図書・新聞に親しむ月間」に併せ、
さまざまな行事が行われました。

◎読書マラソン完走者のご紹介
　先﨑千恵さん（小野新町
小３年）がゴールし100冊読
破を達成しました。先﨑さ
んは熱心に図書館へ通いス
タートから４カ月で完走し
ました。先﨑さんには記念
バッジと図書館バッグが贈
られました。
　読書マラソンはいつでも
始められ、期限もなく自分
のペースで参加することが
できます。皆さんも挑戦し
てみませんか。

㉄ふるさと文化の館　☎ 72-2120

ふ る さ と 文 化 の 館 情 報図書館
l i b r a r y

◎ぬいぐるみおとまり会
　11月24日と25日に行われました。これは、子どもた
ちが大切にしているぬいぐるみを図書館に一泊させ、図
書館体験をさせるというものです。翌日、ぬいぐるみを
迎えに来た子どもたちは、自分のぬいぐるみが館内で過
ごす様子を撮影したアルバムをプレゼントされ、本への
親しみを感じたようでした。
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　前回載せていただいてから早 10 年となり、まさに
老いを実感しています。
　「じっち～」「ばっぱ～」の声もほとんどなくなり（孫
大好き人間には）寂しい面もあります。地域の自治会
から敬老ならではの “ 集い ” に誘われれば断ることを

知らずに出掛け「後期高齢元年 !!」と高らかに笑いを
とり、周りを和ませています。ゲームは球技関係が多く、
卓球からソフトバレーボールまで好きこそものの上手
なれ、などと都合よく解釈して参加し楽しんでいます。
　わが千葉支部会員にも卓球をされている方がいます
ので、支部の集会時にでもぜひお手合わせをしてみた
いと勝手に考えています。
　また野菜作りも 30 代から続けていますが、こちら
もまた老いは否めません。
　「畑う

・

な
・

い
・

」をすれば腰を伸ばす回数のなんと多い
ことか。それでも皆さんに配っては褒められたり喜ん
でもらえることに満足してやめられません。でも今年
の夏は猛暑猛暑で畑の手入れがなかなかできず、春に
おいしそうだったネギが雑草に負けて、一本も収穫で
きませんでした。“ 残念 ”
　友人が借りている畑に花を咲かせて、野菜同様ご近
所さんに配り喜んでもらっています。（飾ってもらっ
た仏様も喜んでいると自己満足）
　最近は高齢者の交通事故が多発しているので帰省の
際には十分気を付けて安全運転で行きたいと思います。

「いやいや大したもんだ、東京から自分の運転で来るん
だから」などとおだてに乗らないように自重して！
　故郷小野町「笑顔とがんばりのまち」へ「明るく楽
しく元気よく」帰られることを誇りに思います。

ふれあい通信

根本　千恵子 ●飯豊出身　
●千葉支部

ふ る さ と 小 野 町 会

老いの楽しみ10年後

地 域 お こ し 協 力 隊 活 動 記

第５話 宍戸の一週間について
　小野町の昼夜の寒暖差が結構こたえますね。この
寒暖差で小野町のハクサイ、ホウレンソウ、ネギな
どが甘くおいしくなるんですよ！
　実際に糖度を測ると、一目瞭然、霜が降りるたび
に少しずつ糖度が上がっていくんです。おもしろい
ですね。この１年で野菜にはちょっとうるさくなっ
た、隊員宍戸です。
　いつも記事を読んでいただいて本当にありがとう
ございます！今回は私がどんな感じで活動をしてい
るのかを書いてみたいと思います。
　私は主に、市場調査や移動販売などの業務を行っ
ています。
　また研修やセミナー、イベントへの参加などやり
たい事がある場合にはそちらを優先しています。
　それ以外にも、時には生産者を訪問して話を聞い
て回ったり、畑で作業をしたり、先日は初めて自分

でトラクターを運転しました。
　他市町村の道の駅・直売所の視察、近隣の地域お
こし協力隊員との意見交換会なども行っています。
　週１回は、役場での打ち合わせ、協力隊同士の打
ち合わせ（時には一緒にフィールドワークをしたり）
を行っています。
　現在は県が開催する、ふくしま６次化創業塾など
にも定期的に通い、６次化関連の知識・手法につい
て学んだりしながら、農業関連で生業を見つけられ
ないかなど模索しながら活動を行っています。
　土日は基本は休みです。イベントなどがある場合
には代わりに平日に休みをいただいています。
　私のトレードマークは太い黒ぶちメガネです。町
で見掛けたら気軽に声を掛けてくださいね！

秋の収穫！休みには登山など
してます
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《今月のメニュー》
・桜エビと青ジソの

　混ぜご飯（150g）

・鶏肉と野菜の煮物

・たことキャベツのマリネ

《栄養素》

エ ネ ル ギ ー：　788kcal 

た ん ぱ く 質： 　35.8g

脂 質：　31.3g     

食 塩 相 当 量： 　2.0g

　今回は、高血圧の予防・改善メニューです。

　高血圧の予防・改善の基本はやはり減塩です。

　このメニューは、青ジソの香り、素材から出るうま味、レモンの酸味などを使用し、少ない塩分でもお

いしく食べられるような工夫をしています。

　また野菜に含まれるビタミンCには抗酸化作用があり、動脈硬化を予防します。

　減塩の工夫がたくさんつまったメニューですので、ぜひ一度お試しください。

出典：一般財団法人日本食生活協会

健 康 な 体 は 食 事 か ら
～ 減 塩 に 取 り 組 み 高 血 圧 を 予 防 し ま し ょ う ～

　皆さんは普段塩分に注意をして食事をしていますか？
　日本人の食塩摂取量の目標量（1日に取ってよい食塩の量）は、男性が８ｇ未満、女性が７ｇ未満となっ
ていますが、福島県民は男性11.9ｇ、女性が9.9ｇで男性が全国１位、女性が全国２位と多い状況です。
　塩分を取り過ぎると高血圧や腎臓疾患、不整脈や心疾患などの生活習慣病を引き起こす要因となります。
食塩を１ｇ減らすと、血圧が１ｍｍHg低下するという報告もあります。
　冬は寒さの影響で血圧の変動が大きくなり、日頃から血圧が高い方は狭心症や心筋梗塞などの疾患に一
段と注意が必要です。普段から以下の減塩のポイントを意識した生活を送り、高血圧を予防しましょう。

〇上手な減塩のポイント

〇作り方で減塩 

①麺類の汁は飲み干さない
②何にでもしょうゆをかけるのをやめる
③塩分の多い物はとらない
④しょうゆはかけるではなくつける
⑤外食や市販のお惣菜、レトルト食品をなるべく避ける

①汁物は具だくさんに
②酸味をいかす
③天然食品でだしをとる
④旬の食材を選ぶ
⑤香辛料・香味野菜を上手に使う

⑤外食や市販のお惣菜、レトルト食品をなるべく避ける
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☆鶏肉と野菜の煮物☆

☆たことキャベツのマリネ☆

◎作り方
❶干しシイタケはさっと洗い１カップ程度の水(分量外)で戻す。軸を除き半分

に切る。戻し汁は１/ ４カップとっておく。
❷鶏手羽元肉は骨に沿って包丁で２カ所ほど切り込みを入れる。
❸レンコンは１cm厚さの半月切り、ゴボウは１cm厚さの斜め切り、ニンジン

は乱切り、タケノコは穂先はくし型に切り、根本はいちょう切りにする。
❹鍋に❶、❷、❸の具材とだし汁、シイタケの戻し汁１/ ４カップを入れふた

をして強火にかける。沸いたらⒶを加え再びふたをする。火を弱め15分程度
加熱する。

❺ふたをはずし、半分に切った絹サヤとすりごまを加え、強火にし混ぜながら
煮汁をとばす。ほぼ汁気がなくなったら彩りよく器に盛る。

◎作り方
❶タマネギは薄切り、ニンニクはみじん切りにする。レモンは半量はいちょ　

う切りにし残りは絞る。
❷たこはそぎ切りにする。カイワレ大根は半分に切る。
❸ボウルにⒶを入れてよく混ぜ合わせ❶を加える。
❹キャベツはざく切りにし、沸騰した湯でさっとゆでる。ざるにあけ粗熱をと

り、しっかり水気を絞る。
❺❹とたこを❸に加え混ぜ、冷蔵庫で30分程度冷やす。カイワレ大根を加え混

ぜ器に盛る。

☆桜エビと青ジソの混ぜご飯☆
◎作り方
❶甘酢ショウガは汁気を絞る。甘酢ショウガ、青ジソは粗くきざむ。
❷ボウルに温かいご飯と桜エビ、❶を入れ混ぜ、茶碗に盛る。

★高血圧予防メニュー★

◎材料（２人分）
・鶏手羽元肉　
・レンコン　
・ゴボウ　
・ニンジン　　　
・ゆでタケノコ　
・干しシイタケ
・だし汁
・絹サヤ
・すりごま(白)　
・みりん　
・酒　　
・砂糖　　
・醤油　　

◎材料（２人分）
・ゆでだこの足　
・キャベツ　
・タマネギ　
・カイワレ大根　
・ニンニク　
・レモン
・酢
・オリーブ油　
・塩･こしょう　

６本
50g
40g
60g
60g
２枚

２カップ
 ３～４枚
大さじ２
大さじ１
大さじ１

大さじ１/ ２
大さじ１/ ２

60g
120g

１/ ４個
１/ ４パック
１/ ２かけ

１/ ４個
大さじ１
大さじ２

少々

◎材料（２人分）
・ごはん
・桜エビ
・青ジソ 　
・甘酢ショウガ

300g
10g
４枚
15g

◎栄養価（１人分）
エネルギー タンパク質 脂質 食塩相当量

272kcal 7.1g 0.7g 0.4g

◎栄養価（１人分）
エネルギー タンパク質 脂質 食塩相当量

342kcal 20.8g 18.1g 1.1g

◎栄養価（１人分）
エネルギー タンパク質 脂質 食塩相当量

174kcal 7.9g 12.5g 0.5g

｛Ⓐ

｛Ⓐ
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ヘルプマーク

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

希
望
と
決
意
を
新
た
に
町
民
相

互
の
親
睦
と
融
和
を
図
る
た
め
、

新
年
交
礼
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
総
務

課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

平
成
31
年
１
月
４
日
㊎
正
午

か
ら

■
開
催
場
所

多
目
的
研
修
集
会
施
設（
大

ホ
ー
ル
）

◆
会
費

　

２
，
０
０
０
円

◆
申
込
期
日

　

12
月
20
日
㊍

◆
申
込
方
法

会
費
を
添
え
て
、
役
場
総
務

課
ま
た
は
行
政
区
長
さ
ん
へ

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
県

民
総
ぐ
る
み
運
動

　

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
県

民
総
ぐ
る
み
運
動
が
平
成
31
年
１

月
７
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

毎
年
こ
の
時
期
は
、
夕
暮
れ

時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
交
通
事

故
が
多
発
し
、
高
齢
歩
行
者
な

ど
が
被
害
に
遭
う
危
険
性
が
高

ま
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
高
齢
者
運
転
に
よ
る
事
故

も
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
交
通

事
故
に
遭
わ
な
い
・
起
こ
さ
な

い
行
動
を
習
慣
付
け
、
交
通
安

全
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
ハ
イ
ビ
ー
ム　

上
手
に
使
っ
て

  

事
故
防
止
」

●
運
動
の
重
点

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
交
通
事

　

故
防
止（
特
に
、
反
射
材
用
品

　

な
ど
の
着
用
の
推
進
）

・
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

年
末
年
始
の
し
尿
く
み
取
り
の

申
し
込
み
は
お
早
め
に

　

年
末
年
始
の
し
尿
く
み
取
り

は
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
年
末

　

12
月
28
日
㊎
ま
で
実
施

○
年
始

　

１
月
４
日
㊎
か
ら
実
施

＊
田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
願
い

１

し
尿
汲
み
取
り
業
務
や
浄

化
槽
清
掃
業
務
を
実
施
し
た

際
に
留
守
だ
っ
た
場
合
、
手

数
料
が
未
納
と
な
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
留
守

の
場
合
、
作
業
員
が
ご
自
宅

の
郵
便
受
け
な
ど
に
請
求
書

を
投
函
し
ま
す
の
で
、
金
融

機
関
窓
口
で
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

　

な
お
口
座
振
替
で
も
納
入

で
き
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
金
融
機
関
窓
口
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す（
金
融
機

関
に
申
し
込
み
用
紙
が
あ
り

ま
す
）。

２

ト
イ
レ
お
よ
び
浄
化
槽
に

は
、
し
尿
お
よ
び
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
異
物
を

処
分
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

３

台
所
で
皿
な
ど
を
洗
う
際

は
、
油
汚
れ
な
ど
は
い
っ
た

ん
紙
な
ど
で
拭
き
取
っ
て
か

ら
洗
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
配
付
し
て
い

ま
す

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は
、
義
足

や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る

方
、
内
部
障
が
い
や
難
病
の
方

な
ど
を
は
じ
め
、
外
見
か
ら
は

分
か
ら
な
く
て
も
援
助
や
配
慮

を
必
要
と
し
て
い
る
方
の
た
め

の
マ
ー
ク
で
す
。

　

外
見
で
は
健
康
に
見
え
て
も
、

疲
れ
や
す
か
っ
た
り
、
突
発
的

な
で
き
ご
と
に
臨
機
応
変
に
対

応
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
り

す
る
た
め
、
マ
ー
ク
を
付
け
て

い
る
こ
と
で
周
り
の
方
々
か
ら

な
る
べ
く
支
援
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
と
東
京
都
が
２
０
１
２
年

に
作
成
し
ま
し
た
。

　

県
に
お
い
て
も
こ
の
マ
ー
ク

を
作
成
し
、
各
市
町
村
を
通
し

て
配
付
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
配
付
対
象
者

　

町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て

い
る
方
、
内
部
障
が
い
や
難
病

の
方
、
精
神
疾
患
や
知
的
障
が

い
を
お
持
ち
の
方
な
ど
、
援
助

や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
方

●
配
付
方
法

　

健
康
福
祉
課
に
て
、
対
象
者

本
人
も
し
く
は
家
族
や
支
援
者

の
申
し
出
に
よ
り
、
１
人
に
つ

き
１
個
を
無
償
で
配
付
し
ま
す
。

●
そ
の
他

　

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
要
な
方
は
早
め
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

　

町
以
外
に
住
所
を
有
す
る
方

は
、
住
所
地
の
市
町
村
障
が
い

福
祉
担
当
課
で
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
健
康
福
祉
課

☎
７
２

－

６
９
３
４

お 知 ら せ
i n f o r m a t i o n

平
成
31
年
新
年
交
礼
会
の
ご

案
内

申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課　

☎
７
２

－

２
１
１
１
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初
開
催
！
30
歳
の
大
同
窓
会「
ふ

く
し
ま
0
次
会
」

　

県
で
は
、
平
成
最
後
の
年
末
、

懐
か
し
い
仲
間
と
の
再
会
、
そ

し
て
、
新
た
な
出
会
い
の
場
と

な
る
同
窓
会
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
！
同
世
代
の
仲
間
と
飲

ん
で
、
食
べ
て
、
あ
の
頃
の
思

い
出
や
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
語

り
合
い
ま
せ
ん
か
？

●
対
象

20
代
後
半
か
ら
30
代
で
福
島
県

内
に
住
ん
で
い
る
方
、
住
ん
だ
こ

と
が
あ
る
方（
定
員
３
０
０
人
）

●
日
時

　

12
月
30
日
㊐
午
後
２
時
か
ら

　

午
後
５
時
ま
で

●
会
場

　

郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス

●
料
金

　

３
，０
０
０
円

●
申
し
込
み
方
法

公
式
サ
イ
ト
か
ら
の
事
前
予

約
制（
先
着
３
０
０
人
）

※「
ふ
く
し
ま
０
次
会
」で
検
索

問
県
庁
地
域
振
興
課　

☎
０
２
４

－

５
２
１

－
８
０
２
３

食
べ
残
し
ゼ
ロ
推
進
運
動

〜
食
べ
残
し
を
減
ら
そ
う
〜

　

現
在
、
県
で
は「
も
っ
た
い
な

い
！
食
べ
残
し
ゼ
ロ
推
進
運
動
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

食
材
を
無
駄
な
く
使
い
き
り
、
お

い
し
く
食
べ
き
ろ
う
と
い
う
運
動

で
す
。
皆
さ
ん
で
実
践
し
、
も
っ

た
い
な
い
食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
！

〜
ご
家
庭
で
〜

○
定
期
的
に
冷
蔵
庫
の
中
身
を

確
認
し
、
必
要
な
も
の
だ
け

購
入
し
ま
し
ょ
う
。

○
食
べ
き
れ
る
量
の
み
調
理
し

ま
し
ょ
う
。

○
賞
味
期
限
・
消
費
期
限
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
期
限
内
に
使

い
切
り
ま
し
ょ
う
。

〜
飲
食
店
で
〜

○
苦
手
な
食
べ
も
の
が
入
っ
て

い
な
い
か
、
食
べ
き
れ
る
量

か
注
文
時
に
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

○
食
べ
き
れ
な
い
と
思
っ
た
と

き
は「
小
盛
り
に
で
き
ま
す

か
？
」と
聞
い
て
み
ま
し
ょ

う
。

【
宴
会
５
箇
条
】

１　

適
量
・
好
み
に
合
っ
た
注
文

を
し
ま
し
ょ
う
。

２　

幹
事
さ
ん
か
ら「
お
い
し
く

食
べ
き
ろ
う
！
」と
声
か
け

を
し
ま
し
ょ
う
。

３　

開
始
30
分
、
終
了
10
分
は
、

席
を
立
た
ず
に
し
っ
か
り

食
べ
る「
食
べ
き
り
タ
イ

ム
！
」に
し
ま
し
ょ
う
。

４　

食
べ
き
れ
な
い
料
理
は
仲

間
で
分
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

５　

そ
れ
で
も
食
べ
き
れ
な
か
っ

た
料
理
は
、
お
店
の
方
に
確

認
し
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ

う
。

【
30
・
10（
さ
ん
ま
る
い
ち
ま
る
）

運
動
】

○
お
外
で「
残
さ
ず
食
べ
よ
う
！

30
・
10
運
動
」

１
．
注
文
の
際
に
適
量
を
注
文

し
ま
し
ょ
う
。

２
．
乾
杯
後
30
分
間
は
席
を
立

た
ず
料
理
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

３
．
お
開
き
前
10
分
間
は
自
分

の
席
に
戻
っ
て
、
再
度
料

理
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

○
お
家
で「
残
さ
ず
食
べ
よ
う
！

30
・
10
運
動
」

・
毎
月
30
日
は「
冷
蔵
庫
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
デ
ー
」冷
蔵
庫
内
の

賞
味
期
限
・
消
費
期
限
の
近

い
も
の
や
野
菜
・
肉
な
ど
の

傷
み
や
す
い
も
の
を
積
極
的

に
使
用
し
、
冷
蔵
庫
を
空
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
毎
月
10
日
は「
も
っ
た
い
な
い

ク
ッ
キ
ン
グ
デ
ー
」特
に
、
今

ま
で
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て

ら
れ
て
い
た
野
菜
の
茎
や
皮

な
ど
を
活
用
し
て
、
も
っ
た

い
な
い
ク
ッ
キ
ン
グ
を
実
施

し
ま
し
ょ
う
。

航
空
測
量
に
伴
う
ご
協
力
の

お
願
い

　

小
野
町
全
域
で
、
県
事
業（
森

林
情
報
活
用
路
網
整
備
推
進
業

務
）に
よ
り
森
林
資
源
量
を
把
握

す
る
た
め
、
航
空
測
量
を
今
月

か
ら
来
年
の
３
月
末
ま
で
実
施

し
ま
す
。
航
空
測
量
で
得
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ら
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託
さ
れ
た
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者
が
身

分
証
明
書
お
よ
び
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を
付
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て
立
ち
入
り
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査
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ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
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お

願
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し
ま
す
。
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中
農
林
事
務
所

☎
０
２
４

－

９
３
５

－

１
３
７
５
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☆★☆小野わかば幼稚園☆★☆
おのまちわかばたんけんたいの素敵な冒険

★第６回「秋の味覚を楽しもう」in　緑とのふれあいの森公園
　第６回(10月30日)は、緑とのふれあいの森公園でサツマイモ掘り、
焼き芋作り、羽釜でのご飯炊き、おにぎり作り、豚汁作りを行いまし
た。公園に着いてすぐ、芋掘りの準備をして畑へ向かいます。掘り始
めると、焼き芋にはちょうど良いかわいいサイズのサツマイモが掘れ
ました。次にばら組の子どもたちは羽釜でのご飯炊きに挑戦、お米を
研いで薪を組んで羽釜を火にかけます。一方ゆり組の子どもたちは豚
汁を作るために包丁を使ってドキドキしながら野菜のカットに挑戦で
す。始めは慎重に包丁を動かしていましたが、慣れるにつれて切るこ
とが楽しくなってきた様子。全部の野菜を切り終え、鍋に入れてぐつ
ぐつと煮ていきます。
　次に全員で焼き芋作りです。掘ってきたサツマイモを洗って、湿ら
せた新聞に包んでホイルに巻いていきます。羽釜の残り火を利用して
40本のサツマイモを焼きました。秋の野外パーティースタート。さて、
お味はどうだったのでしょう？こぼれそうな笑顔と「おいしい!!」と叫
ぶ子どもたちの姿は、満足気でとても素敵な表情でした。

★第５回「探検トレッキング」 紅葉と絶景を楽しもう！ in 小峰遊歩道
　と諏訪神社
　第５回（10月16日）は、小峰遊歩道から諏訪神社を目指します。なん
と、ゆり組の子どもたちは電車に乗って夏井駅までやってきました。
ばら組と合流し「不思議なモノみっけ大会」をしながら歩き進めます。
たんけんを重ねてきた子どもたちは、不思議なモノやおもしろいモノ
を見つけるのがとても上手になり「いいものみっけ～」と木の実や葉っ
ぱを拾い、想像力豊かに遊んでいました。また丘の上では、夏に遊ん
だ夏井川を見下ろしながら「ヤッホー」とクラス全員で叫びました。お
弁当を食べる広場では、どんぐりのアクセサリー作りや虫捕り、鬼ごっ
こなど秋の森を満喫することができました。目的地の諏訪神社では、
クラス全員で大木を計測し、今回も小野町の豊かな自然が子どもたち
にとっての幼稚園となりました。

報告：郡山女子大学短期大学部幼児教育学科 柴田　卓

★第４回「高柴山大冒険」 　
　第４回( ９月11日)は、高柴山登山です。ところが、昨年と同様に雨
模様。登山口へ到着した子どもたちと、挑戦するか相談してみました。
子どもたちはこの日のために体力づくりに取り組んでいたようで、や
る気満々の様子。
　カッパを着て小雨の冒険が始まりました。歩き始めると、たくさん
のきのこや大きな岩に遭遇し、小雨の森が遊び場に変わる場面がたく
さん見られました。また急な坂道ではお友達を応援する姿も見られ、
たくましい足取りで頂上を目指していました。頂上付近は霧がかかり、
雲の中にいるようでしたが幻想的な「雲の中」を全身で楽しんでいる様
子でした。帰り道、すべる坂道で転びながらも、最後まで自分の足で
下山する姿は、自信に満ちた表情でいっぱいでした。全員ケガもなく
無事下山することができました。
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☆★☆浮金つつじ児童園☆★☆
子どもたちの健やかな成長を願って ～七五三お宮参り～

　七五三は３・５･ ７歳を無事すこやかに迎えられたことを喜
び、神社などにお参りしてお祝いをする儀式とされています。
園では毎年全園児が、管布禰神社にお参りしています。いつ
もは元気に遊びまわっている子どもたちも、神主さんの話を
よく聞いてお辞儀をしたり、祝詞(のりと)を聞いたりして、
普段では味わえない厳かな雰囲気を経験しています。
　きれいな服を着て写真を撮ってもらうことが七五三だと
思っているお子さんも多いようですが、園の行事を通して
七五三の由来を知り、これまでの成長を感謝することができ
ました。
　お家に持ちかえった千歳あめのおいしさも増したようです。

みんなで記念写真

◆国民年金付加年金制度とは
　国民年金の定額保険料に加えて付加保険料（月額400
円）を納めると、年額で【200円×付加保険料納付月数】
が年金に上乗せされます。
　付加年金は定額のため物価の変動による増額・減額
はありません。
　例えば20歳から60歳まで40年間付加保険料を納め
ていた場合の付加年金額は次のとおりです。
　

◆納付できる方
・国民年金第１号被保険者（自営業者、農業者、学生の
　方など）
・65歳未満の任意加入被保険者

国 民 年 金 コ ー ナ ー

将来の年金受給額を増やすために

※厚生年金に加入している方や国民年金基金に
　加入している方、保険料を免除されている方
　は付加保険料を納付することはできません。
◆お手続き
　役場窓口または年金事務所に申出書をご提出
ください。

◆注意事項など
・付加保険料の納付は申し込みをした月分から
　となります。（さかのぼって納付することはで
　きません。）
・納付期限は原則翌月末日（休日・祝日の場合は
　翌営業日）です。
※納付期限を過ぎた場合でも期限から２年間は
　納付することができますが、納め忘れ防止のた
　めにも期限内に納付するようにしましょう。
・付加保険料を納付することを希望しなくなっ
　た場合は、付加保険料納付辞退申出書の提出が
　必要となります。

問郡山年金事務所　☎024-932-3434
問町民生活課    　　☎72-6933

～付加年金制度のお知らせ～

　　　　40年間(480ヵ月)付加保険料を納めていた
　　場合の付加年金額
　　　納付済保険料　400円×480月（40年）
　　　＝　192,000円
　　　付加年金額　200円×480月（40年）
　　　＝　 96,000円（年額）
　　※年金を受け取り始めて２年で納付した付加保険料
　　　の合計額に見合う付加年金額を受け取ることが
　　　できます。
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公立小野町地方綜合病院からのお知らせ

◆夜間診療所および休日当番医で
受診する場合は必ず事前に電話
確認のうえ受診してください。

◆詳しくは「ふくしま医療情報
ネット」の「休日当番医をさが
す」をご覧ください。

　 h t t p : / / w w w . f t m i s . p r e f .
fukushima.lg.jp/

◆こども救急電話相談　
　受付時間：午後７時から翌朝午

前８時まで
　（年中無休）
　☎024-521-3790（一般ダイヤル
　　回線）
　　＃8000（短縮ダイヤル）　

　11月1日㊍から、内科の受付時間が変更にな
りました。ご来院の際には十分ご注意ください。
ご不便をお掛けしますが、ご理解ご協力のほど
お願いします。

〈受付時間〉
平日／午前８時30分から午前11時30分まで　
　　　 午後１時から午後４時30分まで
土曜／午前８時30分から午前11時30分まで

～内科の受付時間が変わりました～

渡辺院長

　インフルエンザは“かぜ”と違って私たちの健康に大きな影響を与えるおそれがある感染症の一つです。日常
生活ではまず、栄養と休養を十分に取り抵抗力をつけ、 マスクを着用し人ごみを避けてウイルスに接触しない
ことが大切です。またインフルエンザウイルスは湿度に非常に弱
いので、加湿器などを使って室内を適度な湿度に保つことも有効
な予防方法です。インフルエンザワクチンは接種してから効果を
発揮するまでに約２週間かかります。ワクチンには２回接種と１
回接種があり、２回接種の２回目は１回目から１週間から４週間
あけて接種します。通常、流行期間が12月から３月ですから、11
月中旬頃までには接種を終えておくとより効果的でしょう。卵な
どにアレルギー、けいれんの既往症、熱を出している場合などに
は接種できないことがあるので、医師に相談してください。抗イ
ンフルエンザ薬はウイルスの増殖を抑え、病気の期間と症状の重
さを軽減する効果が優れています。早期であればあるほど、急激
に増殖するウイルスの量を抑制できるので症状が出てから48時間
以内に服用することが重要です。インフルエンザの症状が出たら、
早めに医師の診断を受けるようにしましょう。

　当院ではインフルエンザの予防接種を行っています。金額など
についてはお問い合わせください。
問公立小野町地方綜合病院　総務課　☎72-3181

渡辺直彦院長の診療日および受付時間

月 曜 日：午後３時から
　　　　　  午後４時30分まで
水・木曜日：午前９時から
　　　　　  午前11時30分まで

　今回は、内科常勤医師、渡辺直彦(わたなべなおひこ)院長から「インフルエンザについて」お知らせします。

■休日当番医
月 日 当　番　医 電話番号

12

16㊐ 三春病院（三春町） 62-3131
23㊗ まつえ整形外科(田村市船引町) 81-1222
24㊗ 橋本医院(小野町) 72-3711
29㊏ まつざき内科胃腸科クリニック(田村市常葉町) 77-2870
30㊐ 雷クリニック(三春町) 62-6333
31㊊ 都路診療所(田村市都路町) 75-2003

１

１㊗ 南東北病院滝根診療所(田村市滝根町) 78-2442
２㊌ 石川医院(三春町) 62-2630
３㊍ せんざき医院(三春町) 61-2777
６㊐ 青山医院(田村市常葉町) 77-2015
13㊐ 石塚医院(小野町) 72-2161
14㊗ 秋元医院(田村市船引町) 82-1514
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広 告 募 集 中
◆１号広告(タテ4.5cm×ヨコ17.8cm)
　掲載料：１回10,000円、連続６回50,000円)
◆１号広告(タテ4.5cm×ヨコ8.8cm)
　掲載料：１回5,000円、連続６回25,000円)
※いずれも一色刷り

◆申し込み方法
　町公式ウェブサイトで「広告掲載申込
書」をダウンロードし、必要事項を記入の
上、必要書類を添付して総務課までお申
し込みください。

詳しくは

総務課まで
!!

☎
72-2111
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■田村地方夜間診療所の当番医
　田村地方夜間診療所では、田村地方の医療機関が交替で診療しています。当番医については下表のとおりです。

【12月 】
㊐ ㊊ ㊋ ㊌ ㊍ ㊎ ㊏

16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日

遠藤医院 中央通りクリニック
やない 清水医院 南東北

滝根診療所 都路診療所

23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日
まつざき内科

胃腸科クリニック 青山医院 春山医院 船引クリニック

30日 31日

都路診療所

【１月】
㊐ ㊊ ㊋ ㊌ ㊍ ㊎ ㊏

1日 2日 3日 4日 5日

6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日

さいとう医院 石塚医院 大方病院 矢吹医院 橋本医院

13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日

雷クリニック 秋元医院 せんざき医院 のざわ内科
クリニック

◆診療内容：内科、小児科疾患の一次救急です。　◆受付時間：午後 7 時から午後 9 時 30 分まで
問田村地方夜間診療所（田村市船引町船引字源次郎 68-2（福祉の森公園地内））　☎ 81-2233

■親子の教室
月 日 行事 時間 場所

12 18㊋ 育児教室 受付
10:00～10:15

子育て支援課
キッズルーム

1
8㊋ 幼児のわくわくタイム 受付

10:00～10:30

10㊍ おやこ食育教室
親子ふれあい教室（合同） 予約制

■乳幼児健診
月 日 行事 時間 場所

12 19㊌ 3～4カ月児・
9～10カ月児健診

受付
13:00～13:15

子育て支援課
キッズルーム

■健康づくり
月 日 行事 時間 場所

12

20㊍ 夜間ヘルスアップ運動教室 19:00～20:30 町民体育館

21㊎
ヘルスアップ運動教室 13:00～15:30 多目的研修

集会施設

こころの相談室 予約制
14:00～16:00 役場分庁舎

1

10㊍ 夜間ヘルスアップ運動教室 19:00～20:30

町民体育館11㊎ ヘルスアップ運動教室 13:00～15:30

12㊏ 土曜フィットネス教室 14:00～15:30

■その他
月 日 行事 時間 場所

1 11㊎ 子宮頸がん検診
受付
 9 :00～10:30
13:30～14:30

多目的研修
集会施設



　町では、ごみ減量化対策の一環として、生ごみの減量
化によるごみ減量効果などを調査するため、平成29年
10月から１年間にわたり20人のモニターの皆さんにお
願いし生ゴミ処理機モニター事業を実施しました。
　この事業は、生ごみの排出量や減量効果、家庭から出
される可燃ごみの量などを調査し、ごみの減量化対策の
ためのデータ収集を目的として実施したものです。
　今回、モニター期間の利用記録に基づく結果をお知ら
せします。

　モニター実施結果は下表のとおりです。生ごみの削減
率は乾燥式が76.58％、バイオ式が90.01％となってお
り、どちらの方式も高い削減率となっていますが、特に
バイオ式が高いことが確認できます。また可燃ごみの削
減率が乾燥式で26.00％、バイオ式で26.13％となって
おり、生ごみの削減が可燃ごみの減量化に大きな効果が
あることが確認できます。
　町では、このモニター事業の成果を今後のごみ減量化
対策に活用していくこととしています。

※生ごみ処理機モニター事業による平成 29 年 10 月から平成 30 年 9 月までの利用実績　　　　　　　　　　　（単位：kg）
生ごみ

投入合計
生ごみ
削減量

生ごみ
排出量

生ごみ
削減率

可燃ごみ
合計(注１)

可燃ごみ
換算量(注２)

可燃ごみ
削減量(注3)

可燃ごみ
削減率

乾燥式
生ごみ処理機 1,861.69 1,425.77 435.92 76.58% 3,621.41 5,483.10 1,425.77 26.00%

バイオ式
生ごみ処理機 1,084.99 976.55 108.44 90.01% 2,652.28 3,737.27 976.55 26.13%

（注１）可燃ごみ合計は、モニターの家庭から期間内に排出した可燃ごみの合計量。
（注２）可燃ごみ換算量は、モニターの家庭から排出された可燃ごみの合計量に生ごみの投入量を合計した数字。
（注３）可燃ごみ削減量＝生ごみ削減量。

生ごみ処理機モニター事業の結果について

　町では、ごみの減量化を推進しています。平成29年
度に小野町から排出されたごみの総量は3,103トン、そ
のうち、可燃ごみの量は2,517トンでした。ごみ処理を
行っている田村広域行政組合に町が負担した分担金の額
は、約１億4,600万円、ごみを１トン処理するために約
４万７千円の分担金を負担していることになります。
　家庭から排出される可燃ごみの約４割が生ごみで、さら

にその７割から８割が水分であると言われています。つ
まり、生ごみの水分量を減らすことがごみの減量化に大
変効果的ということになります。
　ごみの減量化のため、家庭の生ごみを出すときには、
よく水分を絞ってから出しましょう。またなるべく食材
を残さず使い切るようにするなど、生ごみを出さない工
夫をすることも大切です。

　町では、ごみの減量化による環境保全とごみ処理
費用節減のため、水切りするだけで簡単に生ごみの
減量をすることができる「生ごみの水切り器」を、今
年６月に全世帯に配布しました。
　この生ごみ水切り器を活用して、生ごみの減量化
にご協力ください。

問町民生活課    　☎ 72-6933 生ごみ水切り器 生ごみ水切り器使用方法例

生ごみ水切り器を活用していますか

ごみの減量化にご協力をお願いします

生ごみ 生ごみ

生ごみ
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◎食品中の放射性物質（セシウム）の基準値
　飲料水…10Bq/kg　牛乳・乳幼児食品 …50Bq/kg
　一般食品…100Bq/kg

【検査を希望される方へのお願い】
　①土やゴミなどの汚れをきれいに洗い流し、すぐに
　　調理できる状態で持参してください。
　②検体は1kgを持参してください。
　※量が少ないと正確な数値が出ない場合があります。

問健康福祉課　☎72-6934

食 品 な ど の 放 射 能 測 定 結 果
 

試験項目 水質基準 試験結果

一般細菌 100CFU/mℓ以下 0CFU/mℓ
大腸菌 検出されないこと 検出せず

塩化物イオン 200mg/ℓ以下 13.0mg/ℓ
有機物(TOC) ３mg/ℓ以下 0.8mg/ℓ

PH値 5.8～8.6 7.2
味 異常でないこと 異常なし

臭気 異常でないこと 異常なし
色度 ５度以下 1度未満
濁度 ２度以下 0.1度未満

問地域整備課　☎ 72-6936

　町で実施している簡易検査、ゲルマニウム半導体放射能測
定器および非破壊式測定器による検査結果をお知らせします。

■基準値を超えたものの内訳
月 検体数 検体名 測定結果(Bq/kg)
10 0 - -
※測定結果の数字はCs134およびCs137の合計値です
■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名
10 １ ハチミツ
※食品以外の検体については、結果に含まれていません

■基準値を超えたものの内訳
月 検体数 検体名 測定結果(Bq/kg)
10 0 - -
※測定結果の数字はCs134およびCs137の合計値です
■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名

10
22 水道水
６ 井戸水、引き水
３ シシタケ、ギンナン、ナメコ

※食品以外の検体については、結果に含まれていません

【ゲルマニウム半導体放射能測定器による測定結果】

【簡易測定器による測定結果】

■基準値を超えたものの内訳
月 検体数 検体名 測定結果(Bq/kg)
10 １ シシタケ 106.9
※測定結果の数字はCs134およびCs137の合計値です

【非破壊式測定器による測定結果】

■基準値未満または検出限界値以下のもの
月 検体数 検体名
10 0 -
※食品以外の検体については、結果に含まれていません

■町の人口・世帯数（　）内は前月比
平成30年11月１日現在

人口
男 4,884人（△23人）
女 5,041人（△11人）
計 9,925人（△34人）

世帯数 3,445世帯（２世帯）
福島県現住人口調査結果から

上 水 道 水 質 検 査 結 果
10月に実施した水道水の水質検査の結果は、次のとおりです。

❖お く や み 申 し 上 げ ま す❖
年齢

父   ・  母

行政区

行政区

❖お 誕 生 お め で と う❖

（10 月届出分）

（10 月届出分）

※この欄は、届出の際に同意を得た方を記載しています。

角田　結梛(ゆな)
鈴木麻里花(まりか)

 卓雄・友美
 秀一・香里

71
89
80
86

本 町
中 通

吉 野 辺
小 戸 神
南田原井
上羽出庭

氏　名

氏　名

◆ 町税等納期のご案内 ◆
 ◎納期限 ： 12月25日㊋

固 定 資 産 税  ３期
国民健康保険税  ６期
介 護 保 険 料  ５期
後期高齢者医療保険料  ５期

※口座振替の方は、納期限の前日までに口座残高の確認をお願
いします。

※国民健康保険税および固定資産税は、コンビニエンスストア
でも納付できます。

　ただし納付書１枚の金額が30万円を超えたり、納期限後30日
を経過した納付書は、コンビニエンスストアでは使用できま
せん。

※口座振替は、指定の口座から納期限日に自動的に振り替えて
納付できる便利な制度ですので、ぜひご利用ください。なお
利用するためには申し込みが必要です。

正 寛
貞 二
行 雄
美千子

根 本
三本松
村 上
二 瓶  
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火災の予防に努めましょう！
　今年に入ってから11月末までに、６件の火災が発生しました。昨年の同じ時期と比較すると、４件増となってい
ます。そのうち建物火災が２件発生し、死傷者も多数発生する大変痛ましい結果となりました。

住宅用火災警報器を設置しましょう！

　消防庁の調べによると平成29年中の火災件数は約４万件あり、住宅は約３割と
なっています。毎年火災により多くの方が亡くなっています。いざというときのた
めに、日ごろから避難経路を確認しましょう。また高齢者や子どもは避難しやす
いところを寝室にする、２階を寝室にしている家では避難器具（避難はしご、
ロープなど）を用意するなど避難できる方法を普段から考えておきましょう。
　またこれからの季節は、厳しい寒さが続き、ストーブなどの暖房器具を使用する
機会が増えてきます。空気が乾燥しやすく、ひとたび火災が発生するとあっという
間に大きな火災に広がってしまいます。お出掛け時、おやすみ前は再度火の元の確
認を行いましょう。

　消防法により、すべての住宅に住宅用火災警報器
の設置が義務付けられています。火災から大切な命や
財産を守るため、早期に設置しましょう。
　住宅用火災警報器には煙を感知する「煙式」と熱を感知
する「熱式」の２種類があります。設置義務がある寝室
や階段には必ず煙式を設置してください。台所や居
室への設置義務はありませんが安全のため設置すること

をお勧めします。台所は、煙式・熱式いずれでもかまい
ませんが、調理の煙等による誤報が心配な場合は、熱式
を設置ください。
　またすでに取り付けてあるご家庭は住宅用火災警報器
の定期的な点検をお願いします。一般的には電池で動き
その寿命の目安は約10年とされています。適切に作動す
るためには維持管理が大変重要です。
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この印刷物は、FSC®の基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。

この印刷物は、FSC®の基準
に従って認証された適切に管
理された森からの木材を含ん
だ用紙で印刷されています。


